
５Ｇによる工場のスマート化モデル事業
採択企業３社を決定しました！

東京都及び（公財）東京都中小企業振興公社では、都内の中小製造事業者が、生産現場
である工場へ先駆的に「ローカル５Ｇ」を導入し、リモート操作による自動化・省力化
や、熟練工の技能伝承などへ活用することで、工場のスマート化を図る取組に対し、５
Ｇの導入・運用等に必要となる経費の一部を助成する「５Ｇによる工場のスマート化モ
デル事業」を実施しております。この度、３件の採択企業が決定しましたのでお知らせ
いたします。

令 和 ３ 年 ３ 月 2 ５ 日
産 業 労 働 局
(公財)東京都中小企業振興公社

採 択 企 業 ヱビナ電化工業株式会社（大田区）

テ ー マ 自社カメラ、センサーへのローカル５Ｇ活用による生産性の向上

申 請 概 要

複合機部品や半導体配線基板等の表面処理加工を手掛けている同社は、対面での熟
練工による技術指導や計測装置の実地確認など、人手による工程管理が課題として
あった。そこで、本事業でローカル５Ｇを導入し高精細カメラとＡＩ技術を活用し
た作業現場での遠隔管理やリモートによる人材育成に加え、流量計や振動計のＩｏ
Ｔ化によるリアルタイムでの自動検知等を実現することで、生産性の向上を図る。

【イメージ図】

採択内容

採 択 企 業 大森クローム工業株式会社（大田区）

テ ー マ 自作検査機器へのローカル５Ｇ活用による生産性の向上と品質保証の明確化

申 請 概 要

工業用クロムめっき加工を行っている同社は、様々な形状の金型や部品を取り扱っ
ており、その最終検品では一定数の不適合品が発生している。これまでに目視や触
感などの検査体制を強化してきたが、人手による不適合品の発見精度の向上には限
界がある。そこで、本事業でローカル５Ｇを活用し、高精細カメラで微細な部位ま
で撮影した画像をもとに自動判定できる外観検査システムの導入により、検査工程
の自動化を図ることで、生産性の向上を図る。

【イメージ図】

（五十音順 敬称略）



採 択 企 業 武州工業株式会社（武蔵村山市）

テ ー マ ＡＩ画像検査機のクラウド化による分析技術の多様化

申 請 概 要

主に自動車部品の製造を手掛ける同社では、外観検査で不具合品が発見されることで、
検査に対する要求レベルが高まり、検査要員が減らせないことが課題であった。また、
検査員にとって、不具合品を見つけなければならないことが精神的な負担となってい
る。そこで、検査精度の向上と検査負荷の低減を図るため、本事業でローカル５Ｇを
導入し、高精細カメラで撮影した高解像度の部品画像をもとに、自社で開発したＡＩ
検査装置でキズを自動判定する仕組みを実用化することで、生産性向上を図る。

助成対象事業者

令和２年12月１日現在で、東京都内に登記簿上の本店又は支店があり（個人に

あっては都内で開業届出をして事業を営んでいる者）、２年以上事業を継続して

いる中小企業者等（※都外設置の場合は都内に本店があること。詳細は以下の

「導入場所」を参照のこと）

助 成 対 象 業 種 製造業

助 成 対 象 事 業
自社の製造工場でローカル５Ｇを活用し、生産方式の改善や効率化、ビジネスモ

デル革新等、都内ものづくり中小企業のモデルケースとなるような先駆的な事業

助 成 率 等
・助成率５分の４ ・助成限度額 １億2,000万円

・助成対象期間 最長３年間

助 成 対 象 経 費 ５Ｇの導入や運用に直接必要となる経費

導 入 場 所

原則として東京都内の自社製造工場における敷地内（テナント入居や借地含
む。）
ただし、以下の２点を満たしていれば都外の自社製造工場も対象になります。
・令和２年12月１日時点で、東京都内に登記簿上の本店があること
・当該工場が神奈川県、埼玉県、千葉県、群馬県、栃木県、茨城県、山梨県のい
ずれかにあること

事業ホームページ https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/josei/jigyo/5g.html

助成事業の概要

○助成金に関すること
(公財)東京都中小企業振興公社経営戦略課 伊丹・新垣
電話 03-5822-7237

【問い合わせ先】
○制度全般に関すること
産業労働局商工部創業支援課 植野・平井
電話 03-5320-4701 内線36-570

【イメージ図】


